
道立消費生活センターを騙る投資勧誘などにご注意を！
ご相談は　 050・7505・0999へ
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北海道立消費生活センター

「食品ロス」を減らそう
エゾシカを活用しよう
「歩きスマホ」に注意！
プロバイダの
変更でトラブル
水素を発生するという
パック型入浴剤のテスト
くらしのセミナーほか

〒060-0003
札幌市中央区北3条西7丁目道庁別館西棟

運河小景（小樽）

（全道展会員　山下 脩馬）

TEL（011）221-0110
FAX（011）221-4210

http://www.do-syouhi-c.jp/
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主な内容

運河の一角で写生に励む人。
カモメがビスケットのえさを期待して
たたずむ。

か  た

2016年 9月1日



～食品ロスを減らす
　　　　　ためには?～

「もったいない」を実践!

　まだ食べられるのに廃棄される食品のことを「食品ロス」
といいます。製造・流通、外食産業、そして消費者の一人ひと
りが意識や行動を改革することで資源を無駄なく効率的に
活用でき、経済成長にも貢献するとして、国を挙げて削減運
動に取り組んでいます。「もったいない」を実践しましょう。

事業者は？
　日本の食品廃棄物発生量は年間約１７０
０万㌧で、うち約５００～８００万㌧が食品
ロス。事業者からは年間３００～４００万
㌧、家庭からは２００～４００万㌧といわれ、
国民１人１日当たりの食品ロス量は、おおよ
そ茶碗１杯分のご飯の量（約136㌘）に相当
します。消費者庁など６省庁が連携して「食
品ロス削減国民運動（ＮＯ―ＦΟΟＤ ＬΟ
ＳＳプロジェクト）」を展開しています。
　食品業界としては、飲料や菓子など一部
品目の店舗への納品期限の緩和や、食品保
持技術の発展による賞味期限の見直し、鮮
度が長持ちする容器の開発・使用などに取
り組んでいます。外食産業では、食べきり運
動やドギーバッグ（食べ残しを入れる容器）
の普及支援などを行っています。
　また、食品企業や農家などから、包装の印
字ミスなどにより販売が困難になった加工
食品や、規格外の農産物などの寄付を受け
て、福祉施設などに無償提供するフードバン
ク運動も広がりを見せ、国内で約40団体が
活動しています。

家庭でも！

　消費者庁は、以下の工夫で家庭での食品ロス削減を
実践するよう呼び掛けています。
●買い物
・事前に冷蔵庫内をチェック（メモ書きや画像が有効）
・必要な食材をこまめに購入（特に生鮮食品はロスに
なりがち。冷凍保存も活用）
・手前に陳列されている食品を選ぶ（家庭での利用予
定に照らして消費期限を確認）
●調理
・残っている食材から使う
・野菜や果物の皮は厚むきしない（生ゴミは減り、栄養
は増える）
・食材を上手に食べ切る（定期的に冷蔵庫や収納庫を
整理する日を決める）

家庭における食品ロスの内訳

過剰除去
55%

直接廃棄
18%

食べ残し
27%

食べられる部分まで過
剰に除去して廃棄
（例：大根の皮の厚むき）

食事として使用・提供
されていたが、食べ残
して廃棄

消費期限切れや賞味
期限切れにより、食事
として使用・提供せず
にそのまま廃棄

［出典：農林水産省「食品ロス統計調査・世帯調査（平成26年度）」を
基に消費者庁にて作成］
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も
っ
と
活
用
し
よ
う
！

エ
ゾ
シ
カ
は
貴
重
な
資
源

エ
ゾ
シ
カ
は
貴
重
な
資
源

　

道
エ
ゾ
シ
カ
対
策
課
に
よ
る
と
、
エ
ゾ

シ
カ
が
牧
草
や
野
菜
、
木
の
皮
、
希
少
植

物
ま
で
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
農

林
業
の
被
害
額
は
年
間
46
億
円
（
平
成
26

年
）
に
上
り
ま
す
。
列
車
や
自
動
車
へ
の

支
障
件
数
も
か
な
り
の
数
で
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
ハ
ン
タ
ー
に
捕
獲
し

て
も
ら
い
、
数
を
減
ら
す
こ
と
が
第
一
で

親
子
で
エ
ゾ
シ
カ「
体
験
」

親
子
で
エ
ゾ
シ
カ「
体
験
」

す
が
、
捕
獲
後
の
活
用
率
は
17
・
７
％
と

振
る
わ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
エ
ゾ
シ
カ

を
貴
重
な
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
肉
や
皮

を
活
用
し
て
い
く
道
を
模
索
し
て
い
ま

す
。

　

シ
カ
肉
は
鉄
分
が
豊
富
で
高
タ
ン
パ

ク
、
低
カ
ロ
リ
ー
。
海
外
で
は
高
級
食
材

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
は
毎
月

第
４
火
曜
日
を
シ
カ
の
日
と
定
め
、
家
庭

で
も
気
軽
に
エ
ゾ
シ
カ
肉
を
取
り
入
れ
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
革
も

高
級
素
材
と
し
て
バ
ッ
グ
や
家
具
な
ど
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
北
海
道
消
費
者
協
会
は

今
年
度
、
北
海
道
特
有
の
問
題
で
あ
る
エ

ゾ
シ
カ
を
テ
ー
マ
に
消
費
者
市
民
社
会
を

考
え
よ
う
と
、
大
学
や
消
費
者
団
体
、
事

業
者
、
行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団

体
等
と
連
携
・
協
働
し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
７
月
に
は
浦
河
、
登
別
消
費

者
協
会
と
共
同
で
連
続
講
座
を
開
催
、
定

員
を
超
え
る
消
費
者
が
参
加
し
好
評
を
得

た
ほ
か
、
10
月
に
は
札
幌
で
、
２
月
に
は

釧
路
で
エ
ゾ
シ
カ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
私
た
ち
消
費
者
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
８
月
９

日
、
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
「
も
っ
と
知
り

た
い
エ
ゾ
シ
カ
Ａto

Ｚ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
11
組
27
人
の
親
子
が
参
加
し
、
エ
ゾ

シ
カ
問
題
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
試

食
や
小
物
づ
く
り
を
通
し
、
資
源
と
し
て

の
エ
ゾ
シ
カ
や
消
費
拡
大
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
＝
写
真
上
＝
。

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害
の
実
態
や
対
策

を
知
り
、
肉
や
皮
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
考
え
る

「
エ
ゾ
シ
カ
フ
ェ
ス
タ
in
札
幌
」
が
10
月

８
日(

土)

、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札

幌(

中
央
区
南
10
西
１)

で
開
催
さ
れ
ま

す
。
北
海
道
消
費
者
協
会
な
ど
主
催
。
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
加

え
、
エ
ゾ
シ
カ
料
理
も
味
わ
え
る
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

入
場
料
１
２
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
、

申
し
込
み
は
北
海
道
消
費
者
協
会
（
☎
０

１
１
・
２
２
１
・
４
２
１
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０

１
１
・
２
２
１
・
４
２
１
９
）
へ
。

学
ん
で
、味
わ
っ
て
〜
10
月
８
日
に
札
幌
で
フ
ェ
ス
タ

　

北
海
道
に
の
み
生
息
す
る
エ
ゾ
シ
カ
は
、
絶
滅
の
危
機
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
は
増
え
す
ぎ
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
北
海

道
が
対
策
に
乗
り
出
す
一
方
、
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
一
般
消

費
者
に
向
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
、
そ
の
実
態
を
周
知
す
る
と
と

も
に
資
源
と
し
て
の
有
効
活
用
や
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

午前

内容

10：00～10：30

エゾシカ皮を
使った縄文太
鼓の演奏

11：30～12：00

北海道教育大
釧路校の学生
の研究報告

10：30～11：30
基調講演「エゾシカと
共存する社会の姿」
（仮）（一社）エゾシカ
協会　
近藤誠司会長

午後

内容

12：00～13：00

昼食
（エゾシカ料理
ランチセット）

13：00～14：30

パネルディスカッション「エゾシカの有効
活用の現状と課題」（仮）

シ   

カ

「シカの歯はこんな形」―。
講師の説明に聞き入る子どもたち

※会場内ではパネル展示やエゾシカグッズを展示販売
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消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
道
内
各
地
に
続
々
誕
生

し
て
い
ま
す
。
７
月
13
日
に
は
豊
浦
町
消

費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
置
さ

れ
た
ほ
か
、
浦
幌
町
と
中
札
内
村
も
消
費

者
被
害
防
止
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
り
、
道
内
で
61
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
浦
町
の
構
成
団
体
に
は
自
治
体
や
警

察
、
金
融
機
関
、
社
会
福
祉
団
体
な
ど
が

名
を
連
ね
て
お
り
、
設
立
会
議
で
は
、
作

成
し
た
緊
急
被
害
対
応
フ
ロ
ー
や
相
談
対

応
フ
ロ
ー
で
情
報
交
換
な
ど
の
流
れ
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

浦
幌
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
と
中
札

内
村
地
域
安
全
推
進
協
議
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
６
月
30
日
、
７
月
25
日
に
定
期
総
会
を

開
催
し
、「
消
費
者
被
害
防
止
」
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。

消
費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
61
番
目
は
中
札
内
に

「科学」に親しむ！
カルチャーナイト2016

「
歩
き
ス
マ
ホ
」は
危
険
！

位
置
情
報
の
利
用
は
注
意

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ゲ
ー
ム
「
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
」
の
人
気
が
沸
騰
し
、
交
通
事

故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
た
こ
と
か

ら
、
消
費
者
庁
と
総
務
省
は
注
意
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
以
外
に

も
位
置
情
報
を
使
う
ア
プ
リ
が
増
え
て
い

ま
す
。
位
置
情
報
を
利
用
す
る
と
個
人

情
報
が
漏
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
の
で
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
行

い
ま
す
が
、
危
険
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
や
「
歩
き
ス
マ
ホ
」
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
危
険
な
場
所
や
私
有
地

等
の
立
入
禁
止
区
域
に
は
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

位
置
情
報
を
利
用
す
る
た
め
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
自
宅
や
勤
務
先
な
ど
が
分
か
っ
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る

際
は
、Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ほ
か
の
ア
プ

リ
と
別
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

　北国の短い夏の夜を楽しむ「カルチャー
ナイト２０１６」（実行委主催）が今年も７
月22日に開催されました。道立消費生活
センターも参加し、商品テスト室などを開
放。約１８０人の親子連れなどが訪れ、さま
ざまなテスト機器に触れたり、簡易実験に
参加したりして、「科学」とふれあいました。

　白衣を身につけて
簡易実験に取り組む
子どもたち（写真①）
液体窒素でバラを凍
らせる「マイナス２０
０℃の世界を体験し
よう」のコーナー（写
真②）紫外線鑑別器
をのぞき込み、蛍光染
料を確認（写真③） ③ ②

①
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050-7505-0999

相談専用
電　　話

昨
日
、
70
代
の
母
が
訪
問
し
て
き

た
事
業
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
料
金
が
安
く
な
る
と
勧
誘
さ
れ
て
契
約

を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
内
容
を
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
に
届
い
た
メ
ー

ル
な
ど
を
見
る
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
変
更

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
元

に
戻
し
て
ほ
し
い
。

（
30
代 

男
性
）

５
月
21
日
か
ら
改
正
電
気
通
信
事

業
法
が
施
行
さ
れ
、
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
保
護
ル
ー
ル
が
変
わ

り
ま
し
た
。
契
約
前
の
説
明
義
務
が
強
化

さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
特
段
の

配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る
利
用
者
に
対
し

て
は
、
十
分
説
明
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
契
約
後
に
事
業
者
の
名
称
や
契

約
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
料
金
支
払
い

の
時
期
や
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
契
約
書

面
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
や
光
回
線

の
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約
書
面
を
受
領

し
た
日
か
ら
、
８
日
間
は
電
気
通
信
事
業

者
の
合
意
が
な
く
て
も
、
利
用
者
が
希
望

す
れ
ば
、
理
由
に
か
か
わ
ら
ず
契
約
が
解

除
で
き
る
「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
と
い

う
新
し
い
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
契
約
解
除
ま
で
に
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
や
法
令
で
定
め
ら
れ
た

範
囲
内
で
工
事
費
、
事
務
手
数
料
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
例
で
は
、
契
約
当
事
者
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、「
料
金
が
安
く
な
る
と
い

う
説
明
は
聞
い
た
が
、
契
約
内
容
に
つ
い

て
具
体
的
な
説
明
は
な
く
、
契
約
書
面
は

ま
だ
届
い
て
い
な
い
。
今
ま
で
の
契
約
に

不
満
は
な
い
の
で
、
契
約
先
を
変
更
す
る

つ
も
り
は
な
か
っ
た
」と
の
こ
と
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
訪
問
し
て
き
た
代
理
店

に
連
絡
を
し
た
と
こ
ろ
、
契
約
書
面
は
契

約
先
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
者
か
ら
届
く
予

定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
も
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

契
約
者
が
新
し
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
一
切
利

用
し
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

後
日
、
契
約
書
面
が
届
き
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
事
業
者
の
連
絡
先
が
わ
か
っ
た
た
め
、

初
期
契
約
解
除
通
知
を
送
付
す
る
よ
う
契

約
当
事
者
に
助
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
者

に
連
絡
し
、
無
条
件
で
解
約
で
き
た
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合
は
？

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
移
動
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
店
頭
販
売
や
通
信
販
売
で
契
約

し
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
総
務
大
臣
の
認
定

を
受
け
た
も
の
で
あ
れ
ば
、「
初
期
契
約

解
除
制
度
」
に
代
え
て
、「
確
認
措
置
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

確
認
措
置
で
は
、
電
波
の
状
況
が
不
十

分
と
判
明
し
た
り
、
契
約
前
の
説
明
に
不

備
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に
限
り
、
利
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
負
担
す
れ
ば
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
の
契
約
を
含

め
て
解
約
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

初
期
契
約
解
除
制
度
や
確
認
措
置
の
適

用
の
有
無
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
契
約
書

面
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
書
面
で

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
改
正
法
で
は
、
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
２
年
縛
り
」
等

の
契
約
が
、
自
動
更
新
さ
れ
る
際
に
事
前

通
知
す
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
勧
誘
を
断
っ
た
人
に
対
し
て
継
続
し

て
勧
誘
す
る
こ
と
や
、
事
業
者
や
代
理
店

が
重
要
事
項
に
つ
い
て
事
実
で
な
い
こ
と

を
告
げ
る
行
為
等
も
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
最
寄
り
の
消
費

生
相
談
窓
口
へ
。

A Q

（消費者庁イラスト集より）

プ
ロ
バ
イ
ダ
の
変
更

　
　
　
　 

契
約
は
解
除
で
き
る
の
？
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　水素を発生するというパック型の入浴剤を
使用中にやけどを負ったという事故情報が、
医療機関ネットワークに寄せられたことから、
独立行政法人 国民生活センターが、その安
全性についてテストしました。

・水素を発生するというパック型の入浴剤
（ケースに入れて使用するもの）…6 銘柄
・参考品（水素を発生するという入浴剤で、
配合成分に水素化マグネシウムが使われてい
るもの）…2銘柄

○温度の測定
・湯に入れている場合
　ケースに入れて使用する全ての銘柄で湯に
つけるとすぐに入浴剤の表面が 90℃程度の
高温になり、その状態が長いものでは約 3

分間持続するものもありました。ケース表面
や周囲の湯の温度は、高温になりませんでし
た。
・湯から取り出した場合
　湯に入れて直ちに取り出すと、入浴剤表面
から高温の蒸気が発生し、入浴剤本体に直
接触れなくても、やけどを負ってしまう可能
性がありました。
○ケース表面の形状
　全銘柄のケースで、格子の隙間から子ども

テスト品目

テスト結果

の指が入るため、入浴剤本体に接触する可
能性があると考えられました。

○商品の注意事項
　水との接触により高温になる旨の注意表示
は、全銘柄の商品パッケージや取扱説明書
で見られましたが、入浴剤本体やケースには
みられませんでした。いずれの銘柄でも子ど
もの使用に注意する旨の記載がみられまし
た。
○インターネット広告
　インターネット広告等には、効能効果をう
たったもの（アトピー、ダイエットでお悩みの
方など）がありました。

・水素を発生するというパック型入浴剤は、
湯に入れると表面が直ちに高温になり、しば
らく持続します。直接、入浴剤に触れないよ

う注意しましょう。
・水素を発生するというパック型入浴剤は、
湯に入れた直後に取り出すと、高温の蒸気を
発生します。湯に入れた後は、しばらく取り
出さないようにしましょう。
※国民生活センターは、事業者に対して「ぬ
れた手で入浴剤に触れた場合や、使用開始
後でもやけどを負うことがないよう、表示を
含め商品の改善を」「商品の広告等に効能効
果をうたった表示がみられたものについては
医薬品医療機器等法上の区分によっては、
同法に抵触するおそれがあるので表示の改
善を」、行政へは「商品の広告等に効能効果
をうたった表示がみられたものについては医
薬品医療機器等法上の区分によっては、同
法に抵触するおそれがあると考えられるの
で、必要に応じ事業者への指導を」などを
それぞれ要望しました。
※詳細は国民生活センターのホームページ
「商品テスト・回収情報」でご確認ください。

使い方によってはやけどのおそれ
～水素を発生するという
　　　　　　　　パック型入浴剤～

国民生活センター
のテストより

【湯中の入浴剤表面温度の測定結果の一例
　　　　　　　　　　　（№1 トルマリン）】

　水素を発生するという入浴剤にはいくつか
の種類があります。このうち、酸化カルシウ
ムやアルミニウムが配合されたものでは、水
との化学反応により水素を発生しますが、
熱も発生するため、不織布等の袋に薬剤が
入った入浴剤本体を専用のケースにセットし

て使用するようになっています。
　PIO-NET（全国消費生活情報ネットワー
クシステム）に、2011 年度から 2016 年 5
月末までの 5 年間あまりに、危害事例（け
がをしたもの）が 7 件、危険事例（けがを
するおそれがあったもの）が 1件ありました。

＜水素を発生するという入浴剤の使用例と事故事例＞

使用例

入浴剤本体

専用のケース

熱

↑水素

①パッケージを開封し、
　専用のケースにセットします

②専用のケースごと浴槽の
　湯に入れます

2016年 9月1日「きらめっく」No.99

―  7 ―



　水素を発生するというパック型の入浴剤を
使用中にやけどを負ったという事故情報が、
医療機関ネットワークに寄せられたことから、
独立行政法人 国民生活センターが、その安
全性についてテストしました。

・水素を発生するというパック型の入浴剤
（ケースに入れて使用するもの）…6 銘柄
・参考品（水素を発生するという入浴剤で、
配合成分に水素化マグネシウムが使われてい
るもの）…2銘柄

○温度の測定
・湯に入れている場合
　ケースに入れて使用する全ての銘柄で湯に
つけるとすぐに入浴剤の表面が 90℃程度の
高温になり、その状態が長いものでは約 3

分間持続するものもありました。ケース表面
や周囲の湯の温度は、高温になりませんでし
た。
・湯から取り出した場合
　湯に入れて直ちに取り出すと、入浴剤表面
から高温の蒸気が発生し、入浴剤本体に直
接触れなくても、やけどを負ってしまう可能
性がありました。
○ケース表面の形状
　全銘柄のケースで、格子の隙間から子ども

の指が入るため、入浴剤本体に接触する可
能性があると考えられました。

○商品の注意事項
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みられませんでした。いずれの銘柄でも子ど
もの使用に注意する旨の記載がみられまし
た。
○インターネット広告
　インターネット広告等には、効能効果をう
たったもの（アトピー、ダイエットでお悩みの
方など）がありました。

・水素を発生するというパック型入浴剤は、
湯に入れると表面が直ちに高温になり、しば
らく持続します。直接、入浴剤に触れないよ

う注意しましょう。
・水素を発生するというパック型入浴剤は、
湯に入れた直後に取り出すと、高温の蒸気を
発生します。湯に入れた後は、しばらく取り
出さないようにしましょう。
※国民生活センターは、事業者に対して「ぬ
れた手で入浴剤に触れた場合や、使用開始
後でもやけどを負うことがないよう、表示を
含め商品の改善を」「商品の広告等に効能効
果をうたった表示がみられたものについては
医薬品医療機器等法上の区分によっては、
同法に抵触するおそれがあるので表示の改
善を」、行政へは「商品の広告等に効能効果
をうたった表示がみられたものについては医
薬品医療機器等法上の区分によっては、同
法に抵触するおそれがあると考えられるの
で、必要に応じ事業者への指導を」などを
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※詳細は国民生活センターのホームページ
「商品テスト・回収情報」でご確認ください。

表示・広告

消費者へのアドバイス

●テスト品一覧

※№3に同梱されていた取扱説明書には「水素入浴剤MIRA」と記載されていました
※№1のパッケージには浴用化粧品と記載されていました
※このテスト結果は、テストのために購入した商品のみに関するものです

銘柄名

デトキシャンバス
水素スパセット

水素風呂

水素バス

水素バブルバス

水素バス

ヴァルナ水素
バブルバス

№

1

2

3

4

5

6

法人番号 商品内容 購入価格
（税込、円）販売者等

総発売元：株式会社かならぼ

製造発売元：シーラン株式会社

総発売元：株式会社水素生活

総発売元：株式会社朋コーポレーション

総発売元：ドリームマックス株式会社

発売元：株式会社ブライセス

販売者：株式会社三和通商

ケース1個
入浴剤
（トルマリン）2個
入浴剤
（大和光石）2個

ケース1個
入浴剤5個

ケース1個
入浴剤1個

ケース1個
入浴剤5個

ケース1個
入浴剤2個

入浴剤5個

入浴剤3個

ケース1個
入浴剤4個総発売元：株式会社水素生活

3010901035644

9060001018721

4011001063808

1010601025096

6010001167385

4011001073443

8290001005219
4011001063808

3,456

1,404

972

1,998

2,160

1,890

842

2,138

水素化マグネシウムを使用した入浴剤①

水素化マグネシウムを使用した入浴剤②

参
考
品

2016年 9月1日「きらめっく」No.99

―  6  ―



　

第
53
回
北
海
道
消
費
者
大
会

が
９
月
13
日
（
火
）
に
、
か
で

る
２
・
７
（
札
幌
市
中
央
区
北

２
西
７
）
で
開
か
れ
ま
す
。
大

会
テ
ー
マ
は
「
連
携
と
協
働
で

支
え
合
う
く
ら
し
」。
入
場
無

料
。

　

基
調
講
演
（
午
前
10
時
半
か

ら
）
の
講
師
は
北
大
大
学
院
法

学
研
究
科
教
授
の
吉
田
徹
氏
。

テ
ー
マ
は
「
信
頼
で
つ
な
が
る

社
会
〜
小
さ
な
力
を

持
ち
寄
っ
て
〜
」

（
仮
）。
吉
田
教
授
は

気
鋭
の
政
治
学
者
と

し
て
ご
活
躍
す
る
一

方
で
、
子
ど
も
た
ち

に
無
料
や
廉
価
で
食

事
を
提
供
す
る
「
子

ど
も
食
堂
k
a
o
k

a
o
」
の
運
営
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

午
後
１
時
か
ら
は
地

域
消
費
者
協
会
が
活

動
事
例
を
発
表
し
ま
す
。
会
場
の
ロ
ビ
ー

で
は
協
会
活
動
を
紹
介
し
た
展
示
や
、
地

域
消
費
者
協
会
の
機
関
紙
の
展
示
も
行
い

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
北
海
道
消
費
者
協
会

（
☎
０
１
１
・
２
２
１
・
４
２
１
７
）
へ
。

本
紙
の
記
事
を
転
載
す
る
場
合
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

北
海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
中
央
区
北
3
西
7

　
　
　
　
　
　
北
海
道
庁
別
館
西
棟

　
当
セ
ン
タ
ー
は
（
一
社
）
北
海
道

消
費
者
協
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

T
E
L
　
011
・
2
2
1
・
0
1
1
0

F
A
X
　
011
・
2
2
1
・
4
2
1
0

相
談
専
用
電
話
　
050
・
7
5
0
5
・
0
9
9
9

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
生
活
に
役
立
つ

無
料
の
セ
ミ
ナ
ー「
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
や
講
師
は

表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
。
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
に
よ

る
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
教
育
啓
発
グ
ル
ー
プ
へ
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
食
品
の
成
分
や
製
品

の
性
能
な
ど
を
調
べ
る
商
品
テ
ス
ト
室

や
、
そ
の
結
果
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
展
示
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
随
時
、
見
学
を

見
学
し
ま
せ
ん
か

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
大
学
や
専
門
学
校
、
町

内
会
、
自
治
会
、
消
費
者
団
体
、
自
治
体

職
員
な
ど
約
５
０
０
人
が
訪
れ
、
悪
質
商

法
や
特
殊
詐
欺
の
手
口
を
知
る
ミ
ニ
講
座

に
耳
を
傾
け
、
食
品
の
着
色
料
や
糖
分
な

ど
の
簡
易
実
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

利
用
は
無
料
、
２
名
以
上
は
要
予
約
。

講
座
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
教
育

啓
発
グ
ル
ー
プ
へ
。

　

消
費
者
庁
は
「
平
成
28
年
版
消
費
者
白

書
」＝
写
真
＝
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

特
集
は
「
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
・

強
化
に
向
け
て
」。
地
域
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
信
頼
度
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ

と
や
、
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
問
題
の
動
向
と

し
て
は
情
報
通
信
に
関
す
る
相
談
件
数
が

突
出
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。　

　

購
入
は
北
海
道
官
報
販
売
所
（
札
幌
市

中
央
区
大
通
西
11
丁
目
４―

23
、
大
通

パ
ー
ク
ビ
ル
１
階
、☎
０
１
１
・
２
３
１
・

０
９
７
５
）
へ
。

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

ホームページのご案内
　当センターのホームページでは、悪質商法の
最新事例や製品事故情報、商品テストの結果
などを紹介しています。ご活用ください。
http://www.do-syouhi-c.jp/

日　時

９月１４日（水）
申し込み
受付中

テーマと講師

「知っておくとイイ！～広告から学ぶトラ
ブル事例～」公正取引委員会事務総
局北海道事務所　取引課長

１０月１９日（水）
申し込み受付
９月１４日
15時以降

１１月１６日（水）
申し込み受付
１０月１９日
15時以降

「いまさら聞けないスマートフォンのこと
～契約から最近のスマホ事情まで～」
総務省北海道総合通信局 情報通
信部電気通信事業課長
「もし、家族の一人が亡くなったら？～
基礎知識から成年後見制度まで～」
ファイナンシャルプランナー　武田佳
世子氏

（　　）

（　　）

昨
年
の
ロ
ビ
ー
展
示
の
様
子

北海道消費者大会に
お越しください

27
年
版「
消
費
者
白
書
」

28
年
版「
消
費
者
白
書
」
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